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の
禅
僧
」
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判

伊

藤

秀

憲

本
稿

は
、
『
正
法
眼
蔵
抄
』
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

「
近
代

ノ
禅

僧
」
批
判

の
、
批
判
点
と
批
判
の
対
象
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

論
題

に
は

「
近
代
の
禅
僧
」
と
し
た
が
、

こ
の
他
に
、
近
代
ノ
禅
僧

ト
号

ス
ル
輩

・
近
代
禅
師

・
近
代

ノ
師

・
今
ノ
禅
宗

・
今
ノ
禅
宗
ナ
ム

ト
号

ス
ル
輩

・
近
日
天
下

二
流
布

ス
ル
禅

(『聞
書
』)
、
近
来
禅
僧

・
近

来
ノ
禅
僧
ト
号
ス
ル
族
(『
抄
』)
等
の
類
似
の
語
句
も

あ
る
。
『
聞
書
』

の
多
く

は

「近
代
ノ
禅
僧
」
と
し
、
『
抄
』
は

「
近
来

ノ
禅
僧
」
と
し

て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も

「
近
ご
ろ
の
禅
僧
」
の
意
味
で
あ
り
、
右
に
あ

げ
た
他

の
語
旬
も
同
様
の
意
味

で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
『聞
書
』
と

『
抄
』
は
、
当
時

の
禅
僧
の
ど

の
よ
う
な

点
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
批
判
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

(a)
今
号

禅
宗
一輩
、
専
我
宗
ヲ
諺
ス
ル
ニ
似
タ
リ
、
経
教
仏
説
ナ
レ
ト
モ
ヤ

カ
テ
説
ヲ
ハ
対
機
随
情
ノ
説
ト
テ
不
用
、我
宗
ハ
言
語
ヲ
離
ル
ル
ユ
ヘ
ニ
、

達
磨
西
来
不
立
文
字
ト
云
テ
、
不
レ用
二文
字
一ト
心
得
、
直
指
人
心
見
性

仏
ト
云

ヘ
ハ
ト
テ
、

只
公
案

ヲ
額

ニ
カ
ケ
テ
居

ヨ
、
仏
性

ハ
現
前

セ
ム
ス

ル
物

ソ
ト

ヲ
シ
プ
ル
ト
キ

ニ
、
(
下
略
)
(
仏
性
聞
書

『
曹
洞
宗
全

書
』
註

解

一
・
三
八
頁
上
)

(b)
近
代
禅
僧
多
我
法

ハ
仏

ノ
心
印

ヲ
ツ
タ

ヘ
マ
シ
マ
ス
法

ナ

レ
ハ
、
不
レ
可
レ

依
二
経
教

画

言
語

ヲ
不
レ
可
レ
用
ト
云
、
今

ノ
祖

言

ニ
ハ
甚

違

ス

ヘ
シ
、

(中
略
)
如
此

イ

プ
ヤ
カ

ラ
義

ヲ
ア
ケ
、
理

ヲ
ツ
ク

ス
経
説

ヲ
モ
不
レ
可
二

心
得
、

詞

ヲ
ヤ

ハ
ラ
ケ
理

ヲ
ク
タ
キ
テ
カ
カ
レ
タ

ル
仮
名

ノ
書

籍

ヲ

モ

つ
コ
ロ

ヘ
サ
レ

ハ
ト

テ
、

ヒ
タ

ヒ

ニ
カ
ケ
テ
居

タ

ル

ヘ
キ

カ
、

(
仏
性
聞

虫
日

一
・
六

一
頁

上
)

(c
)ス
ヘ
テ
師
匠

ニ
モ
随

ヘ
カ

ラ
ス
、
言
語

ニ
モ
カ
カ

ハ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
、

タ
タ

公
案

ヲ
額

二
懸

ヨ
ト
、

近
代

ノ
師

シ
メ
サ

ル
ル
事
、

先
規

ニ
ハ
不
レ
可
二
相

似

一者

也
、

(渓

声
山
色
聞
書

一
・
五
四
三
頁
下
)

(d)

近
日
天
下

二
流

布

ス
ル
禅
、

タ

タ
祖
師

ノ
公
案

ヲ
額

ニ
カ

ヶ

テ
、

待
レ
証

ヘ
シ
ト

ヲ
シ
プ
、
勘
二
先
達
詞

一
二
、
凡

ア
タ
ラ
サ

ル

モ
ノ
也
、

(
三

十
七

品
菩
提
分
法
聞
書

二

・
三
六
四
頁
上
-
下

)

(e)

近
来

ノ
禅

僧
ト
称

ス
ル
族

ラ
、
只
公
案

ヲ
額

二
懸

テ
、
疑

イ
タ
レ

ハ
サ
ト

『
正
法
眼
蔵
抄
』

に
見
ら
れ
る

「
近
代

の
禅
僧
」
批
判
 
(
伊

藤
)
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リ
来

ト
多

分
云
欺
、
今

ノ
義

ニ

ハ
違

セ
リ
、
不
レ
可
レ
用

義

也
、

(
大
悟

抄

一
・
二
二
三
頁
上
-
下
)

(f
)近
来
禅
僧
以
レ
詞
談

ハ
徒
事
也
、

只
個
然
ト

シ
テ
功

夫
シ
、

イ

タ

レ

ハ
悟

ミ来
也
ト
云
事
、
今
モ
符
合
ス
無
情
説
法
話
ヲ
談
セ
シ
力
ニ
テ
コ
ソ
、
今
サ

ト
リ
ヲ
モ
得
シ
カ
、
参
師
聞
法
セ
ス
シ
テ
、
争
悟
道
ス
ヘ
キ
、
返
返
此
儀

不
レ
可
レ然
事
也
、
(渓
声
山
色

一
・
五
三
三
頁
上
)

近
代

の
禅
僧
の
主
張
は
、
大
き
く
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
は
、
経
教
に
依
つ
た
り
、
言
語
を
用
い
る
こ
と
の
否
定
で
あ
る

(実
線
部
分
)
。
文
字
や
こ
と
ば
に
依
つ
て
は
仏
法
は
伝
わ
ら
な

い
と

い

う
主
張

で
あ
り
、

こ
の
点
を

『
聞
書
』
や

『
抄
』
は
最
も
多
く
の
箇
所

で
批
判
し
て
い
る
。

第
二
は
、
参
師
聞
法
の
否
定
で
あ
る

(点
線
部
分
)
。
聞
法
と
い
う

こ

と
は
、

こ
と
ば
を
介
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
と
ば
に
よ
つ

て
は
仏
法
は
伝
わ
ら
な
い
と
主
張
す
る
者
か
ら
す
れ
ば
、
師
に
参
じ
て

法
を
聞
く
と
い
う

こ
と
が
否
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
無
師
独
悟
、
自
証
自
悟
が
主
張
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
参
師
聞
法
も
せ
ず
、
ど
の
よ
う
に
独
り
で
悟
り
を
得
る
の
か

と
い
う

こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
が
第
三
の
主
張
で
あ
る
と
こ
ろ

の
公
案
を
額
に
懸
け
て
待
悟
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
 (波
線
部
分
)
。

以
上
の
三
点
が
当
時
の
禅
僧
の
主
な
主
張
で
あ
る
。
『
聞
書
』
と
『
抄
』

と
で
は
成
立
に
三
〇
-
四
〇
年
の
隔
た
り
が
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
か

ら
、
両

者
の
批
判

の
対
象
が
同
じ
で
あ
る
と

一
概
に
言
い
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
に
あ
げ
た
例
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
『
聞

書
』
と

『
抄
』
と
で
は
同
様
の
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
抄
』

の
言
う
「
近
来
ノ
禅
僧
」
も
、
時
代
は
多
少
異
な
る
で
あ
ろ
う

が
、
『
聞

書
』
が
批
判
す
る
の
と
同
じ
流
れ
の
者
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ

れ
故
、
特
に
区
別
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
以
下
「近
代
の
禅
僧
」

と
し
て
論
を
進
め
る
。

先
ず
、
近
代
の
禅
僧
は
、
中
国
の
禅
僧
で
あ
る
の
か
日
本
の
禅
僧
で

あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
は
日
本
の
禅

僧
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
(B)
の

『
聞
書
』
に
お
い
て
、
経
教

に
依
る
べ
き
で
は
な
い
、
言
語
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
近
代

の
禅
僧
の
主
張
を
批
判
し
た
後
に
、
「仮
名
ノ
書
籍
ヲ
モ
コ
コ
ロ

ヘ
サ

レ

ハ
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
近
代
の
禅
僧
は
、
中
国
の
禅
僧
で
は
な
く

当
時
の
日
本
の
禅
僧
を
指
し
た
こ
と
ば
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
当
時
の
日
本
の
禅
僧
の
誰
を
指

し
て

い
る
の

で
あ

ろ

う
。
『
抄
』
は
、

近
来
禅
僧
ト
号
ス
ル
族
、
十
之
八
九
ハ
皆
宗
某

ノ
門
流
ナ
ラ
ヌ
希
也
、
(自

証
三
昧
抄

二
・
四
九
五
頁
上
)

と
述
べ
て
い
る
が
、
『
抄
』
の
成
立
(
一
三
〇
三
-
一
三
〇
八
)
頃

ま

で
に

日
本
に
伝
わ
つ
た
臨
済
宗
の
主
な
派
の
系
譜
を
見
て
み
る
と
、
東
福
円

爾

・
無
学
祖
元

・
兀
庵
普
寧

・
妙
見
道
祐

・
鏡
堂
覚
円

・
一
山

一
寧

・

蘭
渓
道
隆

・
大
休
正
念

・
無
象
静
照

・
南
浦
紹
明

・
西
醐
子
曇

・
桂
堂
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環
林
等
の
虎
丘
派
が
主
で
、
そ
の
他
に
叡
山
覚
阿

・
無
伝
聖
禅

・
無
本

覚
心
等
が

い
る
が
、
大
慧
派
は
、
わ
ず
か
に
大
日
能
忍
と
天
祐
思
順
が

伝
え
た
の
み
で
、
『
抄
』
が

「
十
之
八
九

ハ
皆
宗
呆
ノ
門
流

ナ
ラ
ヌ
希

也
」
と
述

べ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
「
十
之
八
九
」
と
い
う
点
を
除
き
、
単
に

「
宗
呆

ノ
門
流
」

と
い
う
こ
と
の
み
に
限
つ
て
考
え
る
と
、
『
聞
書
』
中
に
は
大

日
能

忍

の
日
本
達
磨
宗
を
批
判
し
た
と
見
ら
れ
る
達
磨
宗
批
判
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
「近
代
の
禅
僧
」
批
判
は
、
大
慧
宗
呆
の
流
れ
を
引
く
日
本
達
磨
宗

に
対
す
る
批
判
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
道
元
禅
師
門
下
に
は
、

日
本
達
磨
宗
系
の
者
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
に
対
す
る
批
判
と

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
達
磨
宗
に
関
す
る
部
分
で
は
、

先
に
三
つ
に
分
け
た
近
代
の
禅
僧
の
主
張

の
ど
の
点
に
関
し
て
も
触
れ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も

『
抄
』
は

『
聞
書
』
と
は
異
な
り
、
達
磨
宗

に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

「近
来
禅
僧
」
は

日
本
達
磨
宗
或
い
は
日
本
達
磨
宗
系
の
者
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。更

に
、

日
本
達
磨
宗
は
、
大
慧
派
の
よ
う
な
看
話
の
工
夫
を
用
い
な

か

つ
た
し
、
頓
悟
漸
修
の
待
悟
禅
と
し
て
の
性
格
も
な
か

つ
た

(石
井

修
道

「仏
照
徳
光
と
日
本
達
磨
宗
-
金
沢
文
庫
保
管

『
成
等
正
覚
論
』
を
て
が

か
り
と
し
て
-
」
、『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
二
〇
巻
第
一
一
・
一
二
号
所
収
、
第

一
二
号
一
三
頁
)
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
点
か
ら
も
、
公
案
を

額
に
懸
け

て
工
夫
す
る
こ
と
が
批
判
の
対
象
と
な

つ
て
い
る
近
代
の
禅

僧
と
異
な
る
と
言
え
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
達
磨
宗
以
外
の
ど
の
派
に
お
い
て
、
『
聞

書
』
や

『
抄
』
が
批
判
す
る
よ
う
な
主
張
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
o

こ
れ
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
に
、
『
正
法
眼
蔵
抄
』
第

八
冊
の
末
尾
に
あ
る

「
正
法
眼
蔵
第
十

一
坐
禅
儀
」
と
題
す
る

一
文
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に

「『
正
法
眼
蔵
抄
』
研
究
ノ
ー
ト
8
」

(『曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第

一
一
号

昭
和
五
四
年
八
月
)
で
論

じ
た
か
ら
、
詳
細
は
拙
稿
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
o

こ
の

一
文
は
、
誰

に
よ
つ
て
著
わ
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
あ
つ
た
も
の
を
経

豪
が

『
正
法
眼
蔵
抄
』
を
著
わ
し
た
時

に
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
は
、
東
福
円
爾
は
旨
を
得
た
後
に
坐
禅
す
べ
き
で
あ
る
と
言

い
、
蘭

渓
道
隆
は
旨
を
得
る
た
め
に
坐
禅
を
す
す
め
る
の
で
あ

つ
て
、
旨
を
得

た
後
は
坐
禅
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
述
べ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
し

か
し
、
円
爾
の

『
聖

一
国
師
法
語
』
中
の

『
坐
禅
論
』
や
道
隆

の

『大

覚
禅
師
坐
禅
論
』
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
両
者

の
特
徴
は
見
い
出
せ
な

い
。
だ
が
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
無
任
の
『
雑
談
集
』
で
は
、
『
正

法
眼
蔵
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
円
爾
の
主
張
と
同
じ
主
張
が
、

「得
法

ト
ナ
ル
禅
師
」
「
或
禅
師
」
「故
東
福
開
山
ノ
下
、
久
住
シ
テ
得
法
セ
ル

ヨ
シ
、
自
讃

ス
ル
僧
」
の
も
の
と
し
て
記
さ
れ

て
お
り
、
更
に
、
道
隆

と
同
じ
考
え
が
、
「
或
禅
師
」
の
こ
と
ば
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
と

い

う
こ
と
は
、
彼
ら
或

い
は
彼
ら
の
弟
子
た
ち
が
、

そ
の
よ
う
に
説
い
て

『
正
法
眼
蔵
抄
』

に
見

ら
れ
る

「
近
代

の
禅

僧
」

批
判
 
(
伊

藤
)
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い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
円
爾
の
弟
子
の

一
人
で
あ
る

無
住
は
、
他
の
弟
子
達
の
そ
の
よ
う
な
説
を
否
定
し
て
い
る
が
、
『雑
談

集
』
に
三
箇
所
も
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
そ
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
者
が
多
く
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
逆

に
、
円
爾
や
道
隆

の
指
導
が
、
弟
子
達
の
説
く
が
如
き

一
面
も
持

つ
て

い
た
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、
彼
ら
の

「得
旨
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
の
か
と
言

う
と
、
こ
の

一
文

の
終
り
近
く
に
、
彼
ら
の
坐
禅
を
批
判
し
て
、

爾
様
イ
ツ
レ
モ
不
当
覚
ユ
、
如
何
、
坐
シ
定
テ
思
量
ス
ヘ
キ
事
ア
ル
ヘ
シ
ニ

ハ
ア
ラ
ス
、
坐
禅
ノ
時
力
思
量
箇
不
思
量
底
ナ
ル
ナ
リ
、
(『曹
全
』
註
解
二

・
三
四
八
頁
上
)

と
述
べ
て
い
る
。
「坐
シ
定
テ
思
量

ス
ヘ
キ
事

ア
ル
ヘ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
」

と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ば
、
彼
ら
は
坐
禅
中
に
思
量
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
o
即
ち
、
公
案
を
額
に
懸
け
て
工
夫
し
て

悟
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
円
爾
や
道
隆
、
或
い
は
そ
の
弟
子
達
は
、
『
聞
書
』
や

『
抄
』
が
批
判
す
る
、
公
案
を
額
に
懸
け
て
工
夫
し
待
悟
す
る
禅
を
説

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
虎
丘
派
で
あ
つ
て
大
慧
派
で

は
な
い
と
の
反
論
も
あ
ろ
う
。

公
案
禅
を
鼓
吹
し
た
の
は
大
慧
宗
某
で

あ
る
が
、

円
爾

・
道
隆
ら
の
禅
も
、
公
案
を
額
に
懸
け
て
工
夫
す
る
と

い
う
公
案
禅
で
あ

つ
た
。
そ
れ
故
、

大
慧
派
で
は
な
く
て
も
、
公
案
禅

を
行
な
う
当
時
の
禅
僧
を
、
大
慧
の
影
響
を
受
け
て
い
る
者
と
見
て
、

『
抄

』

は
、

「
大

慧

ノ
門

流

」

と

し
た

の

で

あ

ろ

う
。

そ
し

て
、

そ

れ

が

八

・
九

割

も
占

め

て

い
た

と

い
う

の

で
あ

る
。

ま

た
、

『
聞

書

』

に

は

「
近
日
天
下

二
流
布

ス
ル
禅
」
と
あ
り
、
永
興
寺

に
住
し
て
い
た
詮
慧

か
ら
す
れ
ば
、
「
天
下
」
と
言

つ
て
も
京
都
を
中

心
と
し
た
地
域

を
指

す
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
円
爾

・
道
隆
に
限
ら
ず
、
当

時

『
聞
書
』
や

『
抄
』
が
批
判
す
る
よ
う
な
公
案
禅
が
大
き
な
勢
力
を

持

つ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
馬
『
正
法
眼
蔵
抄
』
中
に
見
ら
れ
る

「近
代
の
禅
僧
」
批
判

に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
批
判
は
、
文
字
や
こ
と
ば

に
よ
つ
て
は
仏
法
は
伝
わ
ら
な
い
と
し
、
参
師
聞
法
も
せ
ず
、
た
だ
公

案
を
額
に
懸
け
て
工
夫
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
当
時
の
公
案
禅
者

に
対
し
て
で
あ

つ
た
。
詮
慧

・
経
豪
等
は
、
そ

の
よ
う
な
公
案
禅
が
流

布
し
て
い
た
京
都
に
お
い
て
、
公
案
禅
を
批
判

し
、
『
正
法
眼
蔵
』
の

参
究
を
続
け
て
い
た
点
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
一
九
八
〇

・
八

・
一
九
)

(駒
沢
大
学
助
手
)
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